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保 証と責 任の範 囲

本マ ニュアル お よ び メ デ ィ ア ( 該 当 ソ フトウ ェ ア を収 納 した 媒 体 ) の保 証 は、本製品を当

助 購入 い ただ いただ た 日 が ら 90 一 商 に限 定 るれで お り ま す ア ッ ス ル ユ ン ピ ュ ークタ荒 は、 ホマ

ニ ュ アルに記 載 きさ れた 製 品 に 関 し 、明示 ま た は 黙 示の品 質 、性能、商 品 価値 、 または ど の

よ う な特 定の使 用 目 的 に 対する 適 合性 に つ いても、その保 証 は 表示 い た しませ ん 。 この結

果 、本ソ フトウ ェ ア は 、 現状 のまま で 販売 き れるも の です。 購 入 者 は、本 製 品の品 質およ

び性能 に 関する 全 貫 侑る を 負担 するも のとし ま す ア リ スル ュコン に ュ ー タ れは 、 木 ノソフ ト ウ

ェ ア ま た は マ ニ ュ アルの欠陥 の結 果 発生 する直 接 、間接 、特別 、偶然 または 必 然 的 な損 害

につい て、仮に 当 該損害が 発生する 可能性がある と 告 知 されん て い た場合 で も、一切の責任

を 負 いません 。 同 時 に 、 当社 は プログ ラ ム ま たは デー タ の回 復 に 要する 費用 、 また は 再 製

に 要する 費 用を含め て、ア ッ プ ル コ ン ピ ュ ータ社 の 製 品 に記 憶きさ れた、ま た は 使 用 される

プロ グ テラムに つ き 、 一 りの 貴 価 貨 いませ ん 。 ア ッ ク フル コ ン ピ ュ ー タ芋の政 売 元 、 収 發 庫

また は こ れ らの社員は 、こ の責任に 関し 、 い か な る修 正 、拡 大 ま た は 追 加 を するこ と を 接

権きさ れ て い ま せん 。

版権

本マニュ ア ル お よ び マ ニ ュ アル 中 に記載 そるれて い る ソツソフ ト ウ ェ ア (っシ ピ ュ ー タ ブ ロ グラ

ム)は、ア ッ プル コ ン ピ ュ ータ弁 により。すべて の 或 権が提令 きる れ て い ま す 。 ソ フ ト ウ ェ

ア の 正常な 使 用 ま た は バパッ ク ア ッ プ ズ ュ ピー を作 成する場 向 除 き.、アッ フ ル ュ ン に ェ ークタ

往 の 書面 による 同 意なし では 、 ホ マ ーニュ ア ルや プ ロ クグクラ ム は 、 一 部 または 全 部をぐ間わす 、

複製を 禁 じられ で い ま す 。 ま た だたこ の例外 ( バック アッ ク ズ ユ ビーの 司能 性 ) に つ い で も 、 売

却される か 否 か を 問わず 、 他人のため に 複 製 を許可 す る ものでは あ りませんが、購入され

た 本マ ニュアル お よ び ソ フ ト ウ ェ ア を 他 人 に 売 却 、 または贈与 す ることは で きます。 複製

と は、 本マ ニュア ル を 他 の 言語 や 書 式 に 翻 訳 、 書 き 換 え するこ とも含みます。

<本マ ニュア ルの 一 部 また は 全 部 の転 載 、複 製を 禁 じます 。>
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はじめに

漢字Talk システ ムソ フ ト ウ ェ アは、スクリ プ ト マ ネ ー ジ ャ と呼ばれる ア ッ プル

コ ン ピ ュ ー タ社 の 世 界 的 な統 一 シ ステム の 一 環とし て 開 発 さ れまし た 。 ス ク リ

プ ト マ ネ ー ジ ャ を 使 う こ と に よ り 、Macintosh用に開発された多くのアプリケ

ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア を 日 本語 および 英 語で 使 う こ と が で き ま す 。( 適 切に作 動

し な い も の も あ り ま す ので、 詳 し く は ア ッ プル 製 品取 扱店で ご確 認 ください )。

英語の入 力 は通常 の タ イ プ ラ イ タ と 同様 に そ のまま キ ー ボー ド か ら 入 力 できま

すが、日 本 語 の 入 力 に は 2.0 変 換 と い う 日本語フロ ントエ ン ド プ ロ セ ッ サ を 使 用

します、

佛他の フロン ト エ ン ド プ ロ セ ッ サ を ご使 用 の 方へ : 漠 字 Talk シ ステムソ フ ト ウ ェ

アでは 複 数 の 入 力 用 フ ロント エ ン ド プ ロ セ ッ サ を シ ス テ ムに イ ンスト ー ルす る

こ と が で き ま す。 ( ただ し 、 使用 できる も の は 選択 きさ れ て いぃいる フ ロ ン ト エンドプ

ロ セ ッ サに限りま す g他社のフロント エ ン ド プ ロ セ ッ サ を ご使 用 の場合 は、そ

れに付属のマ ニュア ル を 参 煌 し て ください。

こ の マ ニ ュ アルについて

こ の マ ニ ュ ア ルでは 、 日 本語 入 力 に 欠 か せ な い 、 漠 字 Talk ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ

ャ シ ス テ ム お よ び 2.0 変換 フ ロントエン ド プ ロ セ ッ サ を 使 い 、 日 本 語 を 入 力する

方 法 を説 明 し ま す。マ ウ ス の 使い 方や基 本的なMacintoshの操作方法は す で に

修得 き れ て い る こ と を 前 提 と し て い ま す 。 も し ま だ操 作に 慣れ て い ない場 合は 、

`Macintoshtシステムソフ ト ウ ェ ア ガ イ ド」 を 参 然 し て くだ さ い 。

こ の マ ニ ュ ア ルでは 、 以 下 の順 交で解 説 し て ぃ いきま す 。

圖第 1 章 2.0 変換で の 入 力 方法

圖笠 2 章 漠 字Talk コ ントロ ー ル パ ネ ル

團笠 3 章 ト ラ ブル シ ュ ー テ ィ ン グ

圖付録A 2.0 変 換を有効 に 使 う ための キ ー 操作

圖付録B ロ ー マ字 入 力 の 際 の 変 換 表

圖付録C 2.0 変 換 で 使用 でき る記 号 と 、JTS第一水準、第 二 水 準の区 点 コー ド



Vi は じ めに

Finderアイ コ ン

シ ス テ ム フ ォ ルダの構 成

“2.0 変 換 “ とは 、“漢字Talk “ シ ス テムソ フ ト ウ ェ ア 上で “ か な漢 字“の変

換をする入力 ル ーチン で す 。 こ れに よ り、各種ア プ リケー シ ョ ン での 漠 字 入 カ

が可能になりま す 。

2.0変換を使う に は 、 システ ム フ ォ ル ダ 内に 下 図に 示 さ れ て い る ア イ コ ンが必要

です 。 イ ンスト ール 方法 は システ ムソ フ ト ウ ェ ア ガ イ ド に従 っ て くだ さ い 。

5.665K 使 用 ディス ク 13 .506K空き

Systemアイコン

漢字Taikアイ コ ン

2.0変換アイコン

外 字 登録 アイコ ン

基本辞書アイコ ン

コ ー ド 入 力 アイコ ン



漢 字Talk の バ ー ジ ョ ン を 確認 す るに は

1 . アップル メ ニ ュ ー を プ ル ダ ウ ン し 、“ コ ン ト ロ ー ル パネル“ を 選びま す 。

2 . コ ントロ ール パネ ル の メ ニ ュ ーの 漢 字Talk アイコ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

“MicroFont を 使 用 “ の 右 に 表 示 さ れ て い る のが漢 字Talk の バージ ョ ン です 。

ま た、フ ァ イ ン ダ 上で アイコ ン を 選 択 し 、ファ イル メ ニ ュ ー か ら `“イン フ ォ

メ ー シ ョ ン “ を 選んで も バ ー ジ ョ ン 番 号 を確認 でき ま す 。

国口言直箱堤報 コント ロ ー ル パ ネ ル 直匡壕壊

口

漢 字Talk バージ ョ ン 番 号 一一

国 口 フ ォット デ ィ スタク を ロ ー ド

コ ト 4 旧 YJ1-6.0.4

[ 巡す3

漢字キャッシュ [_64四圃 冨窃

重要 漢 字Talk6.0 のシス テ ム フ ァ イ ルは 全 て 新 し くな っ て い ま す。旧 バージ ョ ン の フ

ァ イ ルや 英語バ ージョ ン のSystemファ イ ル 、Finder ファイル な どと組 み 合わせた

り し な い で く だ さ い、。

漢 字Talk の バ ー ジ ョ ン を 確認 す るに は Vii



ズスク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ に ついて

漢 字Talk シ ステムソ フ ト ウ ェ アは、スクリ プ ト マ ネ ー ジ ャ と呼ば れるアッ プ ル

コ ン ピ ュ ー タ社 の 世 界的統 一 シ ステム の 一 環とし て 開 発 さ れました。スクリ プ

ト マ ネ ー ジ ャは、1 つのア プ リ ケ ー シ ョ ン を 複 数 の 異なる 言 語 の 文字 (漢字、

ア ラ ビ ア文字、 ハングル文 字 など) で 使用 す るための も の です。漢字Talk シス

テ ム では 日 本 語と英 語 を 使 う こ とが で き ま す 。

メ ニ ュ ー バー右端 の ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ ア イ コ ン が1 霊 になって い る か 、 事か

で、そ の と き に使用 できる 言 語 を 見分 け られま す。1の と き は 日 本 語 、 事のと

き は 英 語で す 。

スクリ プ ト マ ネ ー ジ ャ の 表示 (@ または 豪 ) に マウス の ポ イ ンタを 合わ せ、ク

リ ッ ク す る と、@の と き は 争 、 争 の と きは 1に 切 り 替 わ ります 。 ま た 、 キー

(ユエマンド ギ ー と も い ぃ ゅ ま す丿 押じな が ら ・ ズ ペ ー スズペー を 拐 じ で も切り 碁

んるる こ と がで き ま す、。

2.0 変換 フ ロ ントエ ン ド プ ロ セ ッ サが使用 でき る の は1( 日 本語 モード )のと き の

みです。

き ファイル 編集 一 覧表 ス ペシジャ ル

ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ ア イ コ ン

鉄 参考 英 文 ワープ ロ な ど 、 一部の アプリ ケ ー シ ョ ン では 、 日 本 語 ( 2 バイ ト文字)

を 入 力 した場合、文字が まった く 違 う記 号 や 文 字 に 置 き 換 え られて し ま う こと

( 文 字化 け と い い ま す ) が あ り ます。 アプリケ ー シ ョ ン 購 入 の 際は、 漢 字Talk上

で適 切 に作動 す る か ご確 認 くださ い 。

はじめに



第1 章

2.0 変換で の 入力方法



重要

この章では、2.0 変 換 を 使 っでての 入力方 法 を説 明 し ま す。まず、ひ ら が な 、 カ タ

カ ナ 、 英数字 の 入 力 、 次 にか な漢字 変換 を ひ と と おり や っ て み ま しょう。マーニ

ュ ア ルに逍って 、実 際 に 試 し て みてく だ さ い 。

キ ー ボー ドの 使い かた

日 本 語 を 入 力する 場合 、キーボー ドの 使 いかた に は 2 種類 あ ります 。 1 つは ロ

ーマ字 変換でかなを 入力 す る “ローマ 字 入 力“、もう 1 つ は キート ッ プに 書か れ

て ぃ る かな を 直接入 力 す る “ か な 入 力“で す 。

出 荷時 は 、ロ ー マ 字 入 力に初 期 設 定 さ れ て い ま す 。 ロ ー マ 字 入 力をする 場 合は 、

設定 の 変 更 をする 必要は あ りませ ん 。 た だ し 、 他 の 人が 使 った 後 など、かな入

力に な っ て い る こ と が あ りますので、必 要 に 応じて 変 更 し て くだ さ い 。 ま た 、

ロ ー マ 字 入力 の 場合 は 、カギ カ ッ コ (` 」) や 中 黒 点 (・) など の キ ーの史 上

に 書か れている記号 を そのま ま 使 う こ と は で きません。反対にかな 入 力の場 合

は、カッコ や & 、 な ど 、 キ ーの 左 上 に 書かれて いる記号 を そのま ま使う こ と

は で き ま せ ん 。 こ れ ら の 記 号類 は 、17ペー ジ の 記 号 や 読み の わ か ら な い漢字を

入 力す る には “ の 手順でお 使 い ください。

圓 ロ ーマ字 入 力の場 合 圓 か な 入力の場 合

shiftキーを押し な がら 押 します 。( また は caps
shiftキー を押 し な が ら押 します 。

lockキー を押 し 込んだ状態で 押 します 。)

ヽ{

[

3

ア

ァ|一 使 え ません。 使えません。

そ の ま ま押しま す 。 そ の ま ま押しま す 。

第1 章 : 2.0 変換での 入力方法

キ ー ボー ドの 使 いかた を 変更する場合は、次 の 手 順 に 従 っ て くだ さ い ぃ 。 変 更 方

法については、第 3 章 “ 漢 字Talk コント ロ ール パ ネ ル “ で も 説 明 し て ぃ ま す 。



キ ー ボー ドの 使いかた を 設 定する

1 . アップル メ ニ ュ ー か ら “ コ ン ト ロ ー ル パ ネル“ を 選び ま す 。

2.Keyboardアイコンをクリッ ク し ま す 。

3. “ か な “ と“ ロ ー マ 宇“が 表 示 さ れるの で、 設 定 し たい ほ う を ク リ ッ ク し ま す 。

4 . コ ントロ ール パ ネ ル の ク ロ ー ズ ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク す る か、フ ァ イ ル メ ニ

ュ ーか ら“ 閉じ る“ を 選んで、コ ン ト ロ ール パ ネ ルを 閉 じます 。

入力 を 始める 前に

2.0 変 換の基 本 的な 機能 は 、か な 入 力 ( ア ッ プ ル かな配 列 キ ー ボ ー ド か な 入力 ま

た は ロ ーマ 字か な 変 換 ) を し、そ れ を 漢字 に 変換 す ること で す 。 ま た 2.0変換は

登録、検索、学習 等の管 理 も 行 っ て い ま す 。

さきさて 、実 際 に動か すに は 文 書作 成 ソフト が必 要 とな り ま す。付属 の システ ム デ

ィ ス ク に は `“TeachText“ が 入 っ て います の で、そ れを使うと良 いで し ょ う 。

1 . 起動 ハ ード デ ィ ス ク の ウ イ ン ド ウを 開 きます 。

次のよう な 画 面が 表 示 されま す 。

ら.

2 41 5K 使 用 デ ィス タ

′.. |

Teach Text シ ス テ ム フ ォルマ リ エ ユーテ イ リ ティ J オ ル ダ リ

団
囲

入力 を 始める 前に き



プ ロ ポ ー シ ョ ナル文 字 :

“ A “ の モ ー ド の i と m を 比

べて み る と 、 i と m では 、

m のほ う が文 字 幅 を 大き く

と る よ う に デ ザ イ ン さ れて

ャ ま す 。 こごの まよう な デザ イ

ン の し か た を プ ロ ポ ー シ ョ

ナル と い います。こ れに よ

り、英 文字 の 文 もすっ き り

と読み やすくな っ て い ま す 。

プ ロ ポ ー シ ョ ナル文 字 に 対

し て モ ノ ス ペー ス文 字 が あ

ザ ま す 。 こ れ は、 全ての文

字が同じ 文 字 幅に配 置され

ま す 。

第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方法

TeachTextのアイコンが見るえない場合は、 サイズ ボッ ク ス や ス ク ロ ー ル バー を

使ってアイコ ン を ウ イ ン ド ウ 内に 表示 させま す 。

2.TeachTextのアイコンをダブルクリッ ク す る か、ア イ コ ン を 選 択 し、フ ァ

イ ル メ ニ ュ ーか ら “ 開く〈 く“ を 選び ま す 。

TeachTextの画面が表示されます。 TeachTextは、文 書 を 入 力 す るための アプ

リ ケ ー シ ョ ン で 、 表示 さ れ て い る 白 紙の画 面 に 自 由 に 文 字 を 入 力 できま す 。

ー"“ 覧 フ ァイル 編集
|も牡 ‡証〒雨

因
哉

|
団
団

火力モード について

漢字Talkでは 、は じ め に文 字 の種類 (入力モード) を指 定 し てか ら 入 力しま

す。

入 力 モードには 次 の ような も の が あ り ま す

全角のひらがな (“ あ “ モ ー ド )n

全角のみタカナー(アとモード)

釣角の英文字 に Aモ ー ドリー

半角のカタカテ で モ ー ド ) ....

プロ ポ ー シ ョ ナ ルの英 文字 (“ A “モー ド )

o



重要 カタカ ナ と 英 文 字 を 全 角 にする か 半角 ( 英 文字で はプ ロポー シ ョ ナル) に す る

かの モー ド設定はコント ロ ー ル パ ネ ルの 2.0 変 換 “ で 行 います。設 定 方法 は29ペ

ー ジ をご覧ください 。入力ウインド ウ に文 字 を 入 力 し て か ら 、 全 角と半 角を変

えるト ラ ン ス リ タ レ ー シ ョ ン (後述) と い う 機 能 も あ り ま す 。

ひ ら がなの 入 力

まず、メ ニ ュ ーバーの右端の ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ 表示が霜 に な っ て い る こ と

を確 認 し て くだ さきぃい ぃ 。 事 (英語 ) に な っ て い る と きは、マ ウ ス で ク リ ッ クし、

@ ( 日 本 語 ) に変えます。キー ( コ マンド キ ー) を押 しながら ス ペ ー ス パ バー

を押 しても 変換 でき ま す 。

入力の途中で ま ち が る た と き は 、backspaceキーかdeleteキーを 押し、ま ちが

る た 部 分 を 消してで大方 思 直 しそで くだ さ い s

1 . キーボ ー ド で“ あ か さ か“ と 入 力 し て みまし ょ う 。

ロ ーマ字入力 akasaka

かな 入 力 アカサクカ

画面の 下 に次 のよう な 画面が 出 ま す。こ れを 入 力 ウ インド ウ と い い ま す 。

ヘ カ モ ー ド 表 示 あ か さ か あ|
」

2 . returnキーを 押 します。

雇 上の画 面 (アプ リ ケ ー シ ョ ン の 書 類 ) に 書 き 込 まれま す。 自 由に 文字を 打
| っ て ひ ら がなで 書 き込 んでみま しょう 。

濁音、半濁 音 、長音の打 ち か た

ロ ーマ字 入 力 の場 合

・ 付 録Dの 変 換 表をご 参 照 く だ さ い 。

・ 一 ( 長 音 記号 ) は 、オ プ シ ョ ン キ ー を押 し ながら ー ( ハ イ フ ン ) を押します。

かな 入力の場 合

・ 濁音 ( が、ぎ、だ、ば行) は 、 文 字を 打 っ て か ら [ 」キー を押しま す 。

・ 半 濁 音 (ぽ ぴ ぷ ぺぽ ) は、文 字を 打 っ て か ら 」キー を押 します 。

・ 一 ( 長 音 記 号 )、ぁ、ゃ、を な ど キ ーの右上 に 書 いてあ る 文字はshiftキー を押

し 体が ら 入 力 します 。

入力モードに ついて 5



カ タ カナの 入 力

1. optionキー を 押 し なが ら K を 押 します 。

入力ウ インド ウ が 表示 さ れます 。 モ ー ド 表示 は 、カタ カ ナ 入 力 を 示 す “ ア “

(また は 半 角 の“7“) に な っ て い ま す 。

し ーで ペュー キード コu ーネミー 手 |

犬力モー ド表示

2. “アカ サ カ “ と 入 力 し て みまし ょ う 。 キ ー 操作 は ひ らが な の と き と 同じで

す。

ローマ字入力 akasaka

かな入力 アカサカ

[アカ サ カ ア|]

3.returnキーを押します。

上の画 面 に 書 き 込 まれま す 。

英文字の入力

英 文字 は 、ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ 表 示を 象にし て文 書 に 直接 書 き 込む方法 と 、

一 度入 カ ウ インド ウ に 表 示 し て か ら 文 書上 に 書 き 込 む 方法が あ り ま す 。 ス ク リ

プ ト マ ネ ー ジ ャ を 象に す る と、プ ロ ポ ー シ ョ ナル文 字で 書 き 込 まれま す 。 入カ

ウイン ド ウ に 書 き 込 んだ場合は 、 入 力 し て か ら 文 字 の 大きさ ( 全 角 かプロポー

シ ョ ナ ルか ) を 変更 す ること が で き ま す 。

重要 キ ーボー ド を かな 入 力 に設 定 し ていると き は 、 英 文 字 を入 力 ウ インド ウ に 表 示

さ せ る 方 法 は 使 え ません。ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ を 着にし て 入 力 し て くだ さ い 。

第1 章 : 2.0 変換で の 入力方法



文 書 画 面に直 接 書 き 込 む には

1 . マ ウ ス で ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ 表示 を ク リ ッ ク す る か、ペキ ー を 押 しなが

ら ス ペ ー スバー を押 し 、スクリ プ ト マ ネ ー ジ ャ 表 示を夜 (英語 ) にしま す 。

つまり、英 文 字 入 力 の場合のみ 英語 環境 に す る と ぃいう こ とです。

2. 好きな 文 字 を 入 力 します 。

/ 入 力 した 文 字 が 直 接、文 書 に 書 き 込 まれま す 。

入カウイン ド ウ に 書 き 込 む には (ロー マ 字入 力 の ときのみ 使えま す )

スクリ プ ト マ ネ ー ジ ャ 表示が1奥 に な っ て い る こ と を確 認 し て くだ さ い 。

國詣絵 1 . optionキーを 押 し なが ら K を 押 し、option キーか ら 手 を 離 し てtabキー を 拙

〝 萱 し ま す。

入カウイン ド ウ が 表示 さ れます 。 モ ー ド 表 示 は、英 文 字入 力 を 表 す“A“

( または プ ロ ポ ー シ ョ ナ ルの “ A “) に な っ て い ぃい ま す 。

不

入力モー ド表示

2.“Akasaka“と入力してみましょう 。 大 文字は、shiftキー を 押 し な が ら 打 ち

ま す 。

悟kaSaka A ー

3 . returnキーを 押 します 。

上 の 画 面 に 書 き 込 まれま す 。

入力モードに つ いて 7



第1 章 : 2.0 変換での 入力方法

文 字の種 類 を混ぜ て入力するには

漢 字Talkでは 、 入 力 モード を 変 更 し なが ら 、 い ろ い ろ な文字 を続けて 入 力して

いくとことどが で き ま す 。 たとえば 、~“きのう、アメリ カ か ら Johnが き ま し た 。“ と 入

方しでみ ま し ょ う 。

1 . “き&の う 、8 と 入力.しに-ま す c

ぽ 固

2 。tabキーを押し (“ ア “モー ドに な り ま す)、。 ア メ リ カ “ と 入 力 します 。

[きの う 、 ア メ リ カ ア|

3. tabキー を 2 回 押し(“あ“モード に な り ま す)、“ か ら “ と 入 力 します 。

[きの う、ア メ リ カ か ら あ|

4. tabキ ー を 2 回 押し (“ A “ モードに な り ま す )、“John“と入力します。

のぅう、ア メ リ カ か らJohn A]

5。tabキーを押し (“ あ“モー ドに な り ま すずす)、“ が き ま し た 。“ と 入 力 します 。

のう、ア メ リ カ か ら Johnが き ま し た 。 あ|

6 . returnキーを 押 します 。

上 の 画面 に 書 き 込 まれま す。

入カウイン ド ウ が 表示 さ れ ていると き に は 、 tabキー を押す た びに 、 入力モ

ー ド が “ あ “モー ド つ “ ア “モー ド つ“A“モー ド つ “ あ “ モ ー ド ...... と変わって

い ぃ き ま す 。



入カウインド ウ に 表 示 し て か ら 文 字の種 類 を 変更 する( ト ラ

ン ス リ タ レ ー シ ョ ン )

こ こ ま では 、 入 力 モード を 変 更 し て か ら 入力する 方 法 を 説 明 し ま した が、こ の

他に 、 入 力 ウ インド ウ に文 字を 打 っ て か ら 文 字 の種 類 を 変 え る ことも で き ま す 。

1. 文 字 を 入 力 します 。

[ あ か さ か あ|

2. 入力 が 終 わ った ら enterキーを押 し て みましょう 。

[アカ サ カ ア|

カリカ
ョ

[ あ か さ か あ|

入力ウイン ド ウ の 中 の 表示が 、ひら が な っつカ タ カ ナっ 半角 カ タカナ っ ひ ら がな

と 変 わ りました ね 。 こ の よ う に文 字 を 入 力 し て か ら 変換する 方法 を トラン ス リ

タ レ ー シ ョ ン と い い ま す 。 入 力 中 に、一部の 文字のみを 変換 す る と きに と て も

便利な変 換 方法で す 。

各モード で の ト ラ ン ス リ タ レ ー シ ョ ン に よ る 変 換 順序 は 、 次 の と おり です 。

“ あ“ モ ー ドーひ ら がなenter カタカ ナenter 半 角 カ タカナenterひら がな

` ア モ ー ド-カ タ カナenter半角カ タカナenter ひ ら がなenterカタカナ

ナアー モ ー ヤ.半角 カ タカナenter ひ ら が なenter カタカ ナenter 半 角 カタカ ナ

“ A “モー ドー全 角 英 文字 enter プロポ ー シ ョ ナル 英 文 字enter 全角英 文 字
* A “ モ ー ド ー っ .. プ ロ ポ ー シ ョ ナル 英 文 字enter 全 角 英 文字 enater プロポ ー シ ョ

ナル英文宇

重要enterキーで変換される範囲は 、現 在挿入 ポ イント が あ る位置 か ら、そ の 前に tab

キ ー でモ ー ド を 変 換 した位 置 ま で です 。

恐 全 角か 半 角か : 最 初 に 表 示 される 文字が 全 角か 半 角か (英 文 字 の場合はプロポ

ー シ ョ ナ ル文 字 ) は 、コント ロ ー ル パ ネ ルの 2.0 変換の オ プ シ ョ ン 設 定 で指 定 で

き ま す。詳 しくは 第 2 章 “ コ ントロ ール パ ネ ル “ の 29 ページ を ご 覧 くだ さ い 。

入 力モードに ついて 9



10

漢字への変換

入カウ インド ウに ひ ら が なが 表示 されん て いぃいる と きに ス ペ ー ス バーを押すと、そ

の ひ ら がな を 漢 字 に 変換 でき ま す。 た だ し 、 入 力 さ れ て い る語 句の先 頭 が“を “

“ っ “ な ど 、 文 法 的 に 変換 できな い 文字 に な っ て い る と き に は 変換 さ れません 。

漢字への 変 換 方法

ひ ら が な の “ き “ を “ 黄 “ と ぃ う 漢 字 に 変 換 し て みましょ う 。

記 ひ ら が なの“ き “ を 入 力 します 。

入カ ウイン ド ウが表示 されま す 。

あ|

・ ス ペ ー ス バーを 押 します 。

入力されたひら が なが漠 字 に 変 換 されま す 。

あ|

入カウイン ド ウ の 漢 字が 目 的の漢 字 の場合 は 、ここ でreturnキーを押し、文

書 画面に 書 き 込 みます 。 表 示 された 漢 字が 目 的 の 漢 字 と ち が う と き は 、3.

以 降 の操 作 を 行 います 。

. 再度 ス ペースバ ーを 押しま す 。

入カウイン ド ウ の 上に 同 じ読みの 字が 複 数 、表示されます。こ の画面を候

補ウインド ウ と い い ぃ ま す 。 候補 ウ インド ウ を消 す には、backspaseキーまた

はdeleteキーを 押 します。

候補 ウ ィンド ゥー一一一ー一團 期 檀 記 性 木 規 軌 樹 生 奇 著 貴 希 稀 器 基 旗 嬉 寄 岐 鏡 伎 提 机

スヵゥ ィ ン ド ゥ ー一一冊

第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方法

あ |

候補ウ インド ウ に 目的 の 漢字が ないときに は K キ ーを押 します。次 の候補ウイ

ン ド ウが 表示 さ れます 。 こ の操 作 を 繰 り 返して 目 的の漢 字が 表示 さ れるま で候

補ウイン ド ウ を 切 り 替 え て い き ま す 。 前 の候補ウ インド ウ を 見直 す には、 I キ

ーを押しま す 。



4 . 目 的 の漢 字 を含む 候補 ウ インド ウ を 表示 さ せた ら 、 反 転 表 示を目 的の漢 宇

(黄) に 含わせま す 。

反転 表 示部 は 、もキ ーを押すと右 、J キ ー を押すと 左 に 移 動 します 。

既 企 検 素 圖 帰 毅 窺 汽 畿 祈 季 葛 紀 徹 尋 危 起 輝 飢 騎 魄 亀 吉 杵 |

国 _ あ |

5. 目 的の漢 字が 反 転 表 示 された 状態でreturnキー を 押 します 。

二^一〕 | 候補 ウ インド ウ が消 え 、入力ウインド ウ の 漢 字が 選 択 した 漢 字 に 変 わりま
retur _` す。

国 あ|

6 . 再 度returnキーを押すと、漢字は 文 書 画 面 に 書 き 込 まれま す。

F 巡 以上のように 、候補 ウワ インド ウ の 選 択 と 、候補 ウ インド ウ 内で の 漢 字の選択に

' は、 エ キ ー、K キ ー、丁キ ー、ト キ ー の 4 つ を 使 います 。

前候補ウインド ウの表示

倣

aeescee や| 」 k 一 | ameeeee

し

次 候補 ウ インド ウの表示

体 他の選 択 方法 : 候 補 ウ インド ウ で漢 字 を 選択 す る に は ー つ 1 † キ ーも使える

ます。ま た、マ ウ ス の ポ イ ン タ を 合わ せ て ダ ブ ル ク リ ックし て も 選択 できま す 。

漢字への 変 換 11



ま2

Space ー

Shitt k

ゝ return

第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方法

副熱 語、複合 語の変換

2.0 変換 で は 、熟 語や複合 語 も 変換 で き ます。こ こ では “ 映 画俳優“ と い う 複 合

語を変 換 し てみま し ょ う 。

瑛

1 . ひ ら が な で“ え い が は い ゆ う “ と 入 力 します 。

[ほい がは ぃ ゆ ぅ あ|

2 . ス ペース バー を 押して 変 換 します 。

映略s 弘
“ 映 画 “ が“ 映画 は “ と い う 文 節 で 読 み 込 ま れてしまっ た の で、う ま く 変換で

き ま せ ん で し た 。

3. shiftキー を 押 し なが ら り キー を 1 回 押 し て 、 正しい区切 りに変更します。

呼 画誠誌 あ|

1回でう ま く い か な い と き は 、 正しい 区 切 り になる ま でshiftキー を押しな

が ら J キ ーを押 します 。

4.正しく 変換 さ れたとこ ろ で 、returnキーを押します。

“ 映 画俳 優 “ と い う 漢 字 が 文 書 画面に 書 き 込 まれま す 。



複 数の文 節 を 一 度 に 変 換する

2.0 変換で は 、複 数の文 節 も 一 度 に 変換 で き ま す。こ こ では 、 `“ 静止 衛星 の打 ち

上げ“ と い う 連 文 節 を 変 換 し て みましょ う 。

1 . ひ ら が な で“ せ い し え い せ い の う ち あげ“と 入 力 します 。

[ せ い し え い ひいせ い の う ち あ び あ|

2 . ス ペース バーを 押して 変 換 します 。

囲圏男生 のぅる 上 サ あ|

3. “ 制 止 “ と い う 字が ちが う ので、 再度 ス ペ ー ス バ ー を 押 し、候補 ウ インド ウ

を 表示 させま す 。

國國 寿此正視生死精子製紙製示正史誓紙誌 詞 せい し 團

国團扁生 のぅぁ 上び あ|

4 . し キ ー で“ 静 止 “ を 選 び 、returnキーを押します。

あ|

候補 ウ インド ウ が消るえ 、入力ウ インド ウ の“制 止“が“ 静 止 “ に 変 わりま す 。

5. “ え い せ いの“ と い う 文節が “ え い せ い の う ち “ と 誤認 さ れ て い る ので 、shift

キーを 押 し なが ら りJキ ーを 押 し て、正しい区切 りに 変 更 します 。

防正謬謬言1 る上げ あ |

漢字への 変 換 13
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6.区切りは正 しくなり ま し たが、漢字がちが う の で、ス ペ ー ス バー を 押 し て

候補ウインド ウ を 表示 させま す 。

陵生の 水世 の えいぃせ ぃ の |

防暁國nsエ7 国

7. ヒ キ ー で“ 衛星 の “ を 選 び 、returnキーを押します。

[MSRERin = よ り あ

候補 ウ インド ウが消るえ 、 入 力 ウ インド ウ の`“ 衛 生 の “ が “ 衛星 の “に 変 わり ま

す。

8. “打 ち 上げ “はこ の ま ま で よ いので 、returnキーを押します。

“ 静 止 衛星 の 打 ち 上 げ “ と 文 書 画面に 書 き 込 まれま す 。

目的 の漢字が 表 示 さ れ な い と き に は

熟語や複 合語 などが 一 度 に 変換 で き な い と き に は 、 漢 字 1 文字ずつ ( 単 漢 字 )

に 分けて 変 換 し て ぃ いき ま す 。

こ の場 合 、目 的の漢 字が候補 ウ インド ウ に 表示 さ れ な い こ と が あ り ま す 。 基本

辞 書 に 登 録 きさ れ て い る 全ての 文 字 を 表 示 させす るに は 次 のよう に操作します。

こ こ では 、 `“ 葬 萄“を例に説 明 します 。

1 . ひ ら が な で“ぶ ど う “と 入 力 し 、 スペー ス パ バ ー を押しま す 。

弘

2. “ぶ ど う“ が ひ ら が な の ま ま な ので、 再度 ス ペ ー ス バ ー を押 します 。

阿琉 x ー
弘

“ 葬 萄 “ と い う 文字が な い の で、 `“ 葡“ と “ 萄 “に 分けて 変 換 します 。

第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方法



3. backspace キーかdeleteキーを 押して 候補 ウ インド ウ を消しま す 。

弥

4. shiftキーを 押 し なが ら り キ ー を 押 し、区切り を“ぶ ノ ど う “ に 変 更しま

す。

噂 あ|

5.“ 部 “ と い う 漢字 は ちが う の で、ス ペ ー ス バーを 押しま す 。

国 此 式 綺 〒 舞 探 嘉 侮 葡 父 生 府 学 ぶ ]

謀 あ|

6. し トキ ー で“ 葡“ を 選 び 、returnキーを押します。

圖 司 あ|

候補 ウ インド ウが消え 、入力ウ インド ウ に “ 葬“と 書 き 込 まれま す 。

7 . “ 同 “ と い う漢 字 も ちが う の で、ス ペ ー ス バ ーを 押しま す 。

同堂道胴銅 ど う ー

喪 向

8. “ 萄 “ と い う 字が 候補 ウ インド ウに な い の で 、backspace キーかdeleteキー

を 押 し、候補ウインド ウ を い っ た ん、消します。

嘆 囚

漢字への 変 換 に



9. optionキーを 押 し ながらス ペ ー ス バーを 押すと 、 今 度は“ 萄“ が 候補のひ

と つ と し て 表 示 されま す 。

團 基 道 胴 銅 勒 洞 童 芦 導 瞞 憶 東 掻 働 ど ぅ |

回 あ|

10. し キ ー で“ 萄“ を 選 び 、returnキーを押します。

団 5 囲

候補 ウ インド ウ が消るえ 、 入 力 ウ インド ウ に “ 菩 “ と 書 き 込 まれま す 。

11. returnキーを 押しま す。

“ 葬 萄 “ と い う 文 字が 文 書 画面に 書 き 込 まれま す 。

鉄同じ 語 句 を 続けて 変換する 場 合 : ユーザ 辞 書 を 開いて 学 習 機 能 を セ ッ ト し て お

く と、 1 度 変 換 した語 句 は 2 度 目 か ら は す ぐ に 表 示 さ れ るように な り ます。 ユ

ーザ 辞書 に つ い て は 、 第 2 章 “ 漢 字Talk コ ン トロール パ ネ ル “ で説 明 します 。29

ペー ジ を ご 覧 くださきい。

16 第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方法



記号や読み の わ か ら ない漢 字 を 入 力 す る に は

こ こ では記号 や 、 読み の わ か ら な い漢 字の入 力 方 法 を紹 介 します 。

記号を入力する

記 号 を 入 力 す る には、次の 3 つ の 方法が ありま す 。

圓か な 漢 字 変換で 入 力する

付 録Eの“記 号 入 力 “ で記号 に つ け ら れた読みを 調 べ、かな 漠 字 変 換 と 同 じ操

作 で 変 換 します 。

圖optionキーを 使って 入 力する

optionキーを 押 し ながらキ ーを押 します。 押 すキー は 、 付 録 E の “ オ プ シ ョ ン

キ ャ ラ ク タ “ の 表で調べ て くだ さ い 。

圓JJSコー ド で 入力する

付 録Eの“JIS 第 一水 準 漢 字 区 点 コード 表“で 区 点 コード ( 4 桁 の 数 字) を 調

べ、コ ー ド入力する。入 力方法は 、次の“読み の わ か ら な い 漢 字 を 入 力する “

と同もですミ

読み の わ か ら ない漢 字 を 入 力する

読み の わ か ら な い 漢字は 、コ ー ド 入 力が 便利で す。コ ー ド 入 力 に つ い て は 、 第

2 章 “ コ ントロ ール パネ ル“ で も 説 明 し て ぃ ま す 。 詳 し く は 26 ページ を ご 覧くだ

さきい 。

1 . コント ロ ール パ ネ ルを 開 きます 。

2. “ コ ー ド 入力 “ を クリッ ク し て 選 択 します 。

記号や読み の わ か ら な い 漢 字 を 入 力 す るに は 17



8 区点 コー ド J1-6.0.2

選択で き るコ ー ド の 種類 O JSゴー ド

O シフ トJ コ ー ド

曇ゝ
しニー

3.“ 区点コード““JUISコー ド““シフ ト JISGコード “ の い ず れかを 選 択 します 。

こ こ では 、 一 般的な“ 区 点 コード “ を 選 択 し て くだ さ いぃ い 。 (付 録 E のコー ド表

は こ の モ ー ドで 使えま す。)

4 . コント ロ ール パ ネ ルを 閉 じます 。

こ れで コ ー ド入 力 の 状態 になり ま し た 。

5 . 付 録Eの“JIS 第 一 水 準 漢 字 区 点 コード 表“ で 表 示 したい 漢字 を さが し 、 そ の

区点 コード を 調 べます 。

区点 コード は 4 桁 の 数 字で 表 さ れ て ぃ ま す 。

6. 数字 キーで 区点 コード を 入 力 します 。

4 つ めの数 字 を 入 力 すると 同 時 に 漢 字 に 変 換 されま す 。

通常のか な 入 力 モード に 戻 す に は、コ ン ト ロ ー ル パネ ルの “ 漢 字Talk“ を 選

択し 、“2.0変換“を ク リ ックし て か ら “ 現 在 “ポボタン を クリッ ク し ま す 。 コ ン

ト ロ ー ル パ ネ ルを 閉 じ る と、かな 入 力 モードに な り ま す 。

18 第1 章 : 2.0 変換での 入 力 方 法



第2 章

漢字 Talkコ ントロ ールバパネル
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重要

この章では、コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル の 中 で 漢 字Talk シ ステム に 関係 す るモジ ュ ー

ルの 使いかた を説 明 します 。

コ ン ト ロ ール パ ネ ル は、ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 使 用中 で も 開 け る の で 、ぃつでも

シ ス テ ム 設 定 を 行 ったり 、 辞 書を設 定 し た り で き ま す 。

コント ロ ー ル パネ ル に 表示 される 一部の モ ジュールは コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に

よ って異なりま すが 、 漢 字 Talk シ ステム に 関係 す るものは 、次の 5 つで す 。

この章では、こ れ ら の モ ジ ュ ールの 使 いかた を 説 明 します 。

圖漠字Talk

圖外字登録

圓Keyboard

圓コード入力

圖 2.0変挺

コ ン ト ロ ール パ ネ ルを 開 く に は、アッ プル メ ニ ュ ー を プル ダウ ン し 、“ コ ン ト ロ

ー ル パネル“ を 選 びます。 閉 じ る と きは、ク ロ ー ズ ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク す る か 、

フ ァ イ ル メ ニ ュ ーか ら“ 閉 じ る “ を 選びま す 。

コント ロ ー ル パ ネ ルを 開い たとき に 、 必要な モ ジュー ルが 表示 され ていな か っ

た ら、シ ス テ ム フ ォ ルダ 内 に そ の フ ァ イル の ア イ コ ン が あ る か ど う か を 確認 し

て く だ さ い。 な い 場合 は 、 システ ム デ ィ ス ク か ら ド ラ ッ グ コ ピ ー し ま す 。 コ ン

ト ロ ー ル パネル 用の ファイ ルは 、System、Finder、 漢 字Taikファ イ ル と 同 じ階 層

に な く ては いけ ま せん 。

第2 章 : 漢 字Taikコント ロ ール バ パネル



未 定 義 文字の表 示 方法漢字Talk

漢 字Talkモジ ュ ー ルでは、次 の 設定を

行います。

園フォントディス ク 使 用の有 無

圖 木 定 義 文 字の表 示 方 法

圖 入 力 方法 の 切り替 る

團 漠子 キ ャ ッ シ ュ

コ ン ト ロ ー ル パネルの “ 漢 字Talk“ ア イ

コュン を ク リ ッ ク す る と “ 漢 字Tatk“モ ジ

ュ ー ルが 開 きます 。

フ ォ ン ト デ ィ ス ク 使 用の有 無

外字を 使った 文 書 を作成 す る と、そ の起動 の と きに3.5 インチ の フ ォ ン ト デ ィ

ス ク か ら フ ォ ン ト を ロ ー ド す る か ど う 外 字を登 録 した 辞 書が 閉 じられただ 状 態

か を 設 定 します 。 で は 、 そ の文 字 は 表示 で きません。 こ

の よ う な文 字を未 定 義 文 字 と い いぃま す 。

マ ウ ス の ポ イ ン タ を “ フ ォ ン ト デ ィ ス ク 未 定 義 文 字の表 示 方法 に は 2 通りあ り

を ロ ー ド “の 左 の 凶 に合わせ て クリ ッ ク ます。ひ と つは 圖 で 表示する 方 法 、も

う ひ と つは その 外字 のコー ド番号を表すると、囚 と 口が 切 り 睦 わりま す 。

示する 方 法です 。
図に 設定 すると 、 起 動時 に ^ フォン ト デ

ィ ス ク を挿 入 し て くだ き い 。“ と い う メ ー マ ウ ス の ポ イ ン タ を“MicroFontを使用“

ッ セ ー ジが 出ます 。 の 左 の 臼 に合わ せ で クリ ッ ク す る と 、
口 と 囚が 切 り 替 わりま す 。

口に 設定 すると 、 起 動時 に ^ フォン ト デ

ィ ス ク を挿 入 し て くだ さきさい ぃい。“と い う メ 図に設定すると、未 定 義 文 字 は 2 段 重

ッ セ ー ジが 出 なくな り ま す 。 ね の シ ッ ト JISコー ド で小 き く ( イ タ
ロ フ ォ ン ト ) 表示 さ れます 。 口に設定

起動ハードディス クに イ ン ス ト ール さ 降*
る と 〟 本定 字は圖で 表 示 きされま

れていぃいる フ ォ ン ト だけ を 使用する場 合 喜 iイ0 細
は 口に 設 定 し ます。 そ れ以 外 の特別 な

フ ォ ン ト を 使 用 し た い場合 には 四に 設 ,

定し で くだ るw ?
0s ns immi r 二i E 遵

`\ヽ ′
リ

b
リ

\,
きに リ
ヽヽ /

、` 〝,

ヽ、ヽ /

ヽヽ )

ト リ
L 0 闇誌0詠訣 」
、、 ル

琴コン 4
、 ー

ヽ口丿フォ フ ト デ ィ ス ク を ロ ー ド

口 MicroFont を使 用 YJ1-6.0.2

5
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かな漢 字 変換 ノコー ド 入力の

切り替え

文字をか な 漢 字 変換で 入 力 す るか コユ ー

ド で 入 力 す る か の 選択 をしま す 。 通常

はかな 漢 字 変換で 入 力 します が、 記号

や読み の わ か ら な い 漢字 な どは、コ ー

ほで 太 方まよると 優利憲すよ。-コー ド 大 方

冲しかなに つ ぃ て はほ26ペー ジ を ご 覧 く

ださい。

漢 字Talk6.0のかな漢字変換用の入力

ルーチ ン は“2.0 変 換 “ と い う 名称で す。

圖 2.0 変 換 “ または “ コ ー ド 入 力 “のど ち

会かをみクり 経えし て 選 択 します 。

圖“現在 “ を クリッ ク す る か 、 入力 方法

炎功ソルレタよ w る 会 妖 と、 そのモ ー

ド での 入 力 状態 に なり ま す 。

園 “ スター ト 時 “ を クリッ ク す る と 、 次

にMacintoshを起動したときにそのモ

ー ド での 入 力 状態 に なり ま す 。

漢字キャッシュ

通常、漢 字 Talk で は 日 本 語が 入 力 され

る と 、.そ の つ ど 、 ふー ド デ ュィネ ク か ら

その文字 の パター ン を き が し て 表 示 し

ま す 。 漢字 キ ャッシ ュ を 使用 するよ う

に 設定 すると、 1 序 デ ィスク か ら読 み

込んだフォント はRAM上に記憶きされま

すc ェの 序 ほ か 志 ほ ミ の デ ミ タクタを 使 う

ので、 漢 字 を 表示 す るスピ ー ドがかな

り 速 ぐなをり ま す ;

漢字 キ ャッシ ュ の “ 入 “ か“ 切 “ の〇のを ク

リ ッ ク し、 使 うか 使 わ ない か を 設定し

E 泳 歴

キ ャ ッ シ ュの 量 はす† または 4 すを ク リ ッ

ク す る と 増 滋 します 。

キ ャ ッ シ ュ の 量 を 増や す と、それだけ

表示の@へぺゼでゼニ ド は 上 がりますが、-あ ま

リ 増やしすぎ る とごこ ア マ リ ケ ー シ ョ ン

が使う RAMの 量 を制 限 し てしま う の

で、かな 漢 字 変換 のスピードが蓄ちて

し ま う こ . と が あ り ま す 。

口 フォン ト デ ィ ス タ を ロ ー ド

口 MicroFontを使用 VJ1-6.0.2

ド3 20 変描

ほまrr

國詞定覆暖ロ>ッート町」

ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー

ce 因 aチャ ッ ー c 知8 8 ス
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外 字 登 録

外 字 登録 モ ジュール には次 の 機 能があ

ザ ま す 。

圖 文 字 情 報の表 示

圖外子の作成

圖 既 存の文 字 の修 正

コ ン ト ロ ー ル パ ネ ルの`“ 外 字 登 録 “をク

リ ッ ク す る と、 ` 外 字 登録 “ モジュ ール

が 開きま す 。

外 字作 成 画面の下 の ウイン ド ウに外字

を 登録 で き るフォ ン ト の 一 覧 が 表示さ

れ ま す。 同 じ フォン ト で ぃ く つ かの dot

数がある場 合 、 ひ とつの dotのフ ォ ン ト

上 で 文 字 を作 成 したり修 正 し たりす る

と 、他のdot のフォ ン ト も 自 動 的 に 拡 大 ・

縮小 し たもの が 表示 されま す 。

や 細明 朝体 、 中 ゴ シッ ク 体 の 場 合 : 細

明朝体 、中ゴシック体 で は 外字を 作

成することができません。

文 字 情 報の表 示

“ タ イ プ“ を ク リッ ク す る と 、 外 字作 成

画 面 に 表 示 さ れ て い る 文 字 の 書 体や種

類、dot 数 な ど が 表示 されま す 。 他 の dot

の フ ォ ン ト を 拡 大 ・ 縮 小 し たものが表

示きる れ て ぃ る と き に は、も とに な っ て

い る フ ォ ン ト のdot 数 および 書 体が 表 示

されます。

Kyoto 16dot

| kyoto 24dot

しー出osaka 12dot

| 0saka 16dot

外字の作成

必 要 に 応じて記 号や文 字 を作成 するこ

と が で き ま す 。

1 . コント ロ ール パ ネルの`“ 外 字 登録“

を開きます。

2 .ス クリ ー ン 右上の ボ ッ ク ス に数 宇

が 黒 く 反 転表 示 されま す 。

こ れ は コ ー ド 番 号 を 表す数字です 。

backspaceキーかdeleteキーを押し、“検

索“をク リッ ク す る と 、 空 き エ リ ア の コ

ー ド 番 号が 表示 さ れます。こ れ がそ の

文字のコード番号になりま す 。 この番

号は作 成 した 文 字 を 呼 び 出 すとき に使

う ので、 覚 えてお き ま し ょ う 。

心 参考 : 外 字 登 録 で作 成 ま たは修正し

た文 字 は 、“2.0変換“を開くと、自動

的に 漢字の入 力 ボ ックス に 表 示され

ます。入 力 ボック ス に 表示 された文

字には 、 読 み を つ け る こ と が で き ま

す 。読み の つけ か た は 28 ページ を ご

覧 くださぃ。特に 、新たに作 成 した

マ ー ク な ど には読 み を つ け て お く と 、

あ と で き が す と き に 便利です。(読 み

を 登 録 し な い場合に は、コ ー ド番号

を 覚 えてお く 必要が ありま す 。)

外 字 登 録 を 開 いた 状 態で、外 字作 成 画

面に何 も 表示 されん て ぃ いな く て も 、スペ

ース “ 文 字 の場合が あるので 空 きエリ ア

を 検索する 操作 を したほ う が安全です。

ま た 〟 -コ ー ド 番 管010はは 、 空きエリア

に 見でま ずが、 全月 の ス ペーズ です 。

こ こ に は 登 録 し ない で くだ さ い 。

外字登 録 23
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・ 登録 す るフォ ン ト を 選び ま す 。

外字作成画面の下 の フォン ト 表 示か

ら、登 録 し た い フ ォ ン ト を 選 び、マ

窈ス でクリッ ク し ま す 。

例 え ばTeachText で は 画面表 示に

大阪フォント を使 うので、Osakaをク

止 な な不しにま す 。

・ 外 字 作 成 画面の中で マウス を ク リ

ッ ク し ま す 。

1 dot 分 のます 目が黒く (圖)表示さ

れ ま す 。 そ の ま ま マ ウ ス をドラッダ

すると、ポイン タが 通 ったま す 目 が

紗 くなぶっ て い き ま す 。 こう して、記

号 や 文 字を自 由 に 作 る こ と が で き ま

ま。

圖 を 空 白 に戻 す に は 、 圖にポインタ

を 食わ せ、マ ウ ス を ク リ ッ ク し ま す 。

作 成中 の フォン ト は、古中央のボッ

ク ス に 実 際 に 表 示 される 大 ききさで表

示されます。

5 . 作 成 し たフォ ン ト を 保 存 します 。

ク ロ ー ズ ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク す る か

何か別 の作業 を すると 、“ 変 更 した フ

ォ ン ト を保 存 し ますか。“ と い う メ ッ

セ ー ジが 表示 されま す。保存する場

合は “ は い、保 存 し な い場合 は “ い い

る “ を ク リ ッ ク も ま す 。

や参考 : 保 存が終 了 すると 、`“削除“が

使用可能に なりま す 。 (この場 合、 削

除可能 な も の は、作成したサイズの

フ ォ ン ト の み です。) そ の文 字 を 削 除

す る と き に は 、 `“削除“をクリッ ク し

ます。そ の コ ー ド 番 号 は 再 び 空きエ

リ ア と な り ま す 。

既 存の文 字の修 正

1. 修 正 .し た い文 字 を 呼び 出 します 。

右上のポ ボック ス に修 正 した い 文 字 の

コョー ド 番 号 か 文字 そ のもの を 入力 し 、

検索をク リ ッ ク し ま す 。 外 字作成画

面に指 定 した 文 字が 表 示 されま す 。

2. 外 字の作 成 と同じ 手 順 で 文 字を修

正します。

ョ ー ド と して使 え る の は、区点コード

と シ ッ ト JTSコー ド です。 シ フ ド J1S

ー ド を使 う と きは、コ ー ド 番号 の 前に

$ マ ー ク を つ け ま す 。

Kyoto 12dot

Kyoto 16dot

Kyoto 24dot

Qsaka 12dot

0saka 16dot

Kyoto 12dot

Kyoto 16dot

0saka 12dot

Qsaka 16dot
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Keyboard

Keyboard モ ジュールでは 、 日 本語入力

の 際の キ ー ボ ー ドの使いかた を 設定し

ます。キ ー ボー ドの 使いかたには次 の

2種類がありま す 。

園かな入力

園ロー マ 字 入力

コ ン ト ロ ー ル パ ネ ルの“Keyboard“をク

リ ッ ク す る と 、“Keyboard“モジュール

が開きます。

ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ ア イ コ ン が 霜 ( 日

本語) のとき 、“ か な “ を ク リ ッ ク す る

と キ ー ト ッ プ に書か れ て い る か な を 直

接入 力 す る モードに な り ま す。“ ロ ーマ

字“を クリッ ク す る と ロ ーマ字 入力の

モ ー ドにさぷります。

ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ ア イ コ ン が 豪 (英

語 ) の と き は 、“ U S“ ( 英 文字 モード )

が 表 示 されま す 。 英語 入 力 の ときの キ

ー ボー ド の使いかた は 1 種 類 しか あ り

ません。

Key Repest Rate Delay Until Repest

〇のの らのら@ 〇 ら 〇 @ 〇の〇
Slow Fast off Long

Keybosard Layout

ガ ナ

Keybosrd

Key Repest Rate DelayUntil Repeast

C〇らら らの@ 〇 ら 〇Q@〇の〇
Slow Fast off Long Short

Keybosrd Layout

Keyboard るら



向一ド1入カ

コ ー ド 入 力 モ ジュール では コ ー ド 入 力

時のコード の 種 類 を 選 択 し ま す。コ ー

ドには 、灰 の 3 種類が ありま す 。

圖 区 点 コー ド

圓JJSGコー ド

園 シフト JISコー ド

コ ン ト ロ ー ル パネ ルの “ コ ー ド入力“を

クリッ ク す る と 、“ コ ー ド 入 力 “モジ ュ

ールが 開 きます 。

こ の 時 点 で 自動的 にコー ド入力のモー

ドに な り ま す 。

コ ー ドの選択

コュー ド 入力 の際 の コードの種類を選択

し ま す 。

圖 3 種類 のコー ド 名 の 左に つ い て ぃ い る

〇を ク リ ッ ク し ま す 。

クリッ ク し た コ ー ド 名の つ が @ に な り 、

選択 さ れた こ と を 示しま す 。

ゴ ー ド 入 力 の しかたに つ い でて は 17 ペ ー

ジ を ご 覧 くだ き ぃ い 。

象 参 考 : か な 漢 字 変 換 の状 態 に 戻 す に

は “ 漢 字Talk“ を 開き“2.0 変 換 “をク

リ ッ ク し ま す 。 ま た 、 2.0 変 換 “のア

イ コ ン を ク リ ッ ク し て も か な 漢 字 変

換 の状態 に な り ま す 。

8 区点 コー ド

) JSコー ド

C シツフ ト お S コ ー ド

J1-6.0.2

R
コ
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2 .0 変 換

2.0 変換 モ ジュールでは 辞 書 機能の管 理

を し て ぃ ま す 。

辞書 に は 、次 の 3 種類が ありま す 。

團基本辞書

日 本語 入 力 に 必 要な漢 字 や語 句 が 入

っ て い ぃ る の で 、 こ の 辞書が な い と 日

本 語犬 力がで きなく なをなり まずす。こ の

辞書は 、 開いたり 、語句を追加 、修

正することはできません。

園ユーザ辞書

ユーザが自 分 で 文字 や語 句を登録す

る た めの 辞書で す。ユ ーザ辞書を 開

い て い る と、学 習 機 能 を 使 えます 。

圖専門辞書

専門 用 語 を 登 録 し たり、市販の専門

辞書を入れ るための も の です 。

コ ン ト ロ ー ルパネルの “2.0 変 換 “をク リ

ックすると “2.0 変 換 “の モジュ ールが開

きます。

新しい 辞書の 作 成

出 荷時にはユーザ辞書 および 専門辞 書

は 入 っ て い ま せん 。 必 要 に 応じて 作成

し て く だ き い 。

1 . パ ネル 下 部の“ 新 規 “ を クリ ッ ク

し ま す 。

2 . 辞 書 名 と、最 大 辞書 サイズ (下記

参照) を 入 力し 、“ ユ ーザ 辞 書 “

ま た は “ 専門 辞書 “ を クリ ックし

ま す 。

3. “ O K“をクリ ッ ク し ま す 。

使用 する辞書は必 ず シ ステム フ ォ ル ダ

の 中のSystemと 同 じ階 層 に入れてく だ

さ い 。

必 参考 : 辞書 サ イ ズは 、最大50キロバ

イ ま ま でです 。

p
u

司 ド

湿 |

酪書を開く

登 録 した 辞 書 を使用 す る に は、ま ず そ

の辞書を開き ま す。ユ ーザ 辞 書と専門

辞書 を それぞ れ 1 つずつ 同 時 に 開くこ

と が で き ま す 8

辞書 ウ インド ウ に は 、 一 度に 辞 書名を

4 つ ま で 表示 で きます。 4 つ以 上の辞

書を登 録してあ る場合 に は 、右のスク

ロ ールバーで必 要な辞 書 名 を 表 示 させ

ま すず 。

1 . 使 用 する辞 書 名 を ク リ ッ ク し ま す 。

そ の 辞 書 名が 反転表 示 さ れ、選択さ

れ た こ と を 示 します 。

2.“ 開く〈“ を クリッ ク し ま す 。

“ 開 く“ の 表 示が“ 閉 じる“に 変わり 、

画面上の“ 検 索 “、“品詞“、“登録“が

使 用可能 に なりま す 。

こ れで 、 辞 書が 使たる 状態 に なりま し

たた 。
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文字列の登録

よ く 使 う 単 語 や記号 な ど に 、短い読 み

を つ けて 登 録 し ておく と便利です。登

録できる 文 字列は最 大32 文 字 、読みは

最大 8 文 字 まで つ け ら れ ま す 。

1 . 辞 書 を 開 きます 。

2. 読みを 入 力 します 。

“読 み “ と 書かれた行 が 反転 表 示 され

ま す 。 登録する 文 字 列 の 読みを 入 力

イ シ ド ウ に ス 人力し 、 リ みスー シンキネキ ー

を押 します 。 入 力 した読 み が“読 み “

ボ ッ ク スえに 表 示 されま す 。

3. 登 録 した い 文 字列 を 入 力 します 。

Tab キ ーを押すと 、“ 漢 字 “ と 書かれ た

行が 反転表示 さ れます 。登録したい

文 字 列 を 入 力 ウ インド ウ に 入力し 、

リ タ ー ン キ ー を押 します。 入力した

文字が“ 漢 字 “ ボック ス に 表示 されま

すs

4. “ 品 詞 “ を クリッ ク し ま す 。

登 録 した 文 字列 の種 類を選択 (口を

ク リ ッ ク ) し、“O K“ を ク リ ッ ク し

ま す 。

5。“ 登 録 “を クリッ ク し ま す 。

こ れで、 辞 書 に 文 字 列 と 読 み が 登録さ

れました 。

続けて別 の 文 字列 を 登録す る に は “ 漢 字 “

ボ ッ ク ス と “読 み “ ボ ッ ク ス に 表示され

て い る 文 字列 を 消し、2 .ー 5.の操

作 を 繰 り 返 します 。 同 じ 読 み で、ぃく

つかの 文 字列 を 登録 す ること も 可能 で

す。

登 録した 文 字列 を削除 す る に は 登 録が

終了 すると、 “削 除 “が 使 用 可能 にな り

ま す 。 次 の “ 辞 書の中 身 を 検索 する“に

従って削 除 した い 文 字列 を 表 示 させ 、

“前除“をク リッ ク し ま す 。

体 参考 : 外 字を登 録 した後 は “ 漢 字“ボ

ッ ク ス に 登 録した 文 字が 表 示 されて

い ま す 。 そ の文 字 に 読 み を つけ る 場

合は、“読み“ボック ス に読みを 入 力

し、“登録“をク リッ ク し ま す 。 読み

を つ けない場合 は、“ 漢 字 “ ボック ス

のその 文 字 を ク リックし、back space

キ ー かdeleteキーを押します 。

工 壕 と ト ロ ー ル ル バ ネル 誌託森國剣コ

に

区 ま

> マ ッ キ ン ト ッ シ ュ

隠 | 圏

辞 書の中 身 を 検 索する

読みを入 力し、そ の読みで 登 録 されて

い る 文 字列 を 検索 す る こ と が で き ま す 。

1 . 検 索 した い 辞 書 を 開 きます 。

2.検 索 した い 読みを“ 読 み“ボッ ク

ス に 入 力 します 。

3. “検索“をク リッ ク し ま す 。

同じ読みで、複数の 文 字列が 登録さ

れ て い ぃいる と き に は、ボ ッ ク ス 下 の 矢

印をク リ ッ ク す る と 他 の 文 字列 も 表

示 きさ せるこ と が で き ま す 。

鉄注意 : 文 字列 か ら 読みを 検索 するこ

とは で きません。

コ ー ド 入力

謀 漏 字Talk辞書

| 國 嗣

Keybosrd 喪

ユ ーザ辞書
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学 習 機能の設 定

学 習 機 能 と は、文節の区 切りの変更や、

使 った 漢 字を辞書に 覚 えさせ、次から

は、その区 切りや 漢 字が 出 る よ う に な

る機能です。こ れに よ っ て 、 使えば使

う ほど 、 使いやす い 辞書に なって い き

ま す 。 学 習 機能は ユーザ 辞 書が 開いて

い な い と 使るた ません 。

学 習 機 能は 次 の 手 順で 設 定 します 。

1 . ユ ー ザ 辞書がない 場合 は、 `新規“

を ク リ ッ ク し 辞 書 を 作 成 し ておき

ま す 。

2. ユ ーザ 辞 書 名 を 選 択 し、“ 開く〈く“を

ク リ ッ ク し ま す 。

3. “オプ シ ョ ン “ を クリッ ク し ま す 。

4 . メ ッ セ ー ジ ボ ッ ク スの“ 学 習 機能 “

の 左 に あ る口を ク リ ッ ク し 、 囚に

します。

学 習 機 能 を 解除 す る に は “ 学 習 機能“の

左の囚を再度 ク リック し、口に 戻しま

す 。

基 本 辞書の 設 定

基 本 辞書 に は、かな 漢 字 変 換 に 必要な

漢字 や語句 が 入 っ て い ま す 。漢字Talk

は 日 本 語 を 入力 (か な 漢 字 変 換 ) す る

たびに 基 本 辞 書 を 参 煌 し ま す。こ の フ

ァイルがない と 漢 字 Talk は かな 漢 字 変

換ができなくなりま す 。 基 本 辞書 には

外字や文 字列 の 登録 はでき ません 。

起 動 時に基 本 辞書がRAMに ロ ー ド され

る よ う に 設 定 し て おくと、かな漢字変

換のスピードが多 少 速 く なりま す 。 通

常はRAMにロードする 必要は な い で し

ょ う 。

マ ウ ス の ポ イ ンタを “ 基 本 辞書 をロー ド “

の 左の 口 に 合 わ せ て クリッ ク す る と 、

口と囚が 切 り 替 わ り ま す 。

囚に設定すると、起 動 時に基 本 辞書フ

ァ イ ル がRAM メ モ リ の 中 に ロード さ れ

ます。口に設定す る と、かな 漢 字 変 換

の た びに ハ ー ドディス ク 上 の 基 本辞 書

フ ァ イ ル を 参 煌 します 。

〝 読み
@28

睡・ |添

〕

漆字Talk辞書

ユ ーザ辞書

設 定を変 更 した場合は、一度ファイル

を 閉し 、 ス ペ シ ャル メ ニ ュ ー か ら “ リ ス

ター ト “ を 選 び 再 起 動 し て くだ さ ぃ 。 チ

ェ ッ ク ポ ッ ク ス を ク リ ッ ク し た だけで

は 設 定 は 変 わ りません 。

RAMメモ リ に 余裕のある場 合 は 基 本 辞

書をロードする よ う設定し、余裕のな

い ぃ と きは デ ィ ス ク 上 の ファイ ル を 利 用

す る よ う に 設 定 し て くだ さ い 。
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第3 章

ト ラ ブルシュ ーティング
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問題

漢字 Talk6.0 シ ス テ ムソ フ ト ウ ェ ア を お使 いぃい に な るに は 、 2 M バ イ ト 以上の

RAM と 外 部 または内部 の ハードディス ク が必 要で す 。

Macintosh用に開発されたアプリケ ー シ ョ ン で あ れば 基 本的 に漢字丁alk シ ス テ

ムで使用 で き る よ う に な っ て い ま すが、ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 購 入 の際 は、念の

ため 販 売 店にご確 認 くだ さ い 。

漢字Talk システ ム を使用 中 に ト ラ ブ ル が 起きた場 合 、ま ず下 記 の 表 に した が っ

て操作を 行 っ て くだ さ い 。 また 、`Macintoshシステムソフ ト ウ ェ ア ガ イ ド 」 の

`トラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ」 の項 も 参 照 し て くだ さ い 。

予想される原因 対策

フ ォ ン ト を ロ ー ド で き な い 。 メ ニ ュ

ー や ュ マ ン ド 名が 正しく 表 示 されな

い。

日 本語 モード (@) な のに 入カウ イ

ン ド ウ に ア ル フ ァ ベ ッ トが現われる。

日 本語 モード (@) 時 、かなキ ー ボ

ドでアル フ ァ ベ ッ ト を入力でぐきな

い。

全角の句読 点 を 単独 で 入 力 で きない 。

ハ ー ド デ ィ ス ク に 入れ たフォ ン ト フ

ァ イ ル が シ ス テ ム フ ォ ルダ内にない 。

ま た は 、Systemファイルと違う 階局

にある。

RAMキャッシ ュ の 設 定が 大 きすぎ

る い

漢 字Talkのモード が “ コ ー ド入力/

に な っ て い る 。

か な キ ー ボー ドでは日 本語モード (@)

で の アル フ ァ ベ ッ ト入力はできま せ

ん。

句読点は 、入力ウ インド ウを通きず

に 直 接 書 類上に 入 力 すると英文のも

の に な り ま す 。

32 第 3 章 : ト ラ ブル シ ュ ー テ ィ ン グ

使用す る フォン ト フ ァ イ ル を シ ス テ

ム フ ォルダの 中のSystemファ イ ル と

同 じ 階層に イ ンスト ー ル し て再起動

し て く だ さ い 。

RAM キ ャ ッ シ ュ をOfに す る か小 さ

い値に設 定 して再 起 動 し て くだ さ いぃい。

コ ン ト ローン ネルを 開 い て 漢字Talk

の モ ー ド を “2.0 変 換 ` に し て、現

在“を クリ ッ ク し ま す 。

ス ク リ プ ト マ ネ ー ジ ャ ア イ コ ン を ク

リ ッ ク す る か、コ マ ン ド キ ー を押 し

な が ら ス ペ ー ス バー を押して英語モ

ード (事) に 切り 替えま す 。

オ プ シ ョ ン キ ーを押 し な が ら K キ ー

を 押 し て入力ウイン ド ウ を 表示し 、

入力してくだきぃ。ま た、オプショ

ン キ ーを押し なが ら ピ リ オド (.) で

(。)、 オ プ シ ョ ン キ ーを押し な が ら

み ン マ ( で (、) を 入 カ ウイン ド

ウ と 同 時 に 表示 す る こ と が で き ま す 。



問題 予想される原因 対策

ス ペ ー ス バーを押 しても変換されな

い。

登 録 した語句や外 字が 変 換 されな い 。

旧バージョンの漢 字Talkの 書 類を開

い ぃ た と き に文 字化 けする 。

書類 をプ リ ン ト で き な い 。

文字 が きれ いに プ リ ン ト さ れ な い 。

さを/、 パさ っ̀ な ど が、変換する語句

の 先 頭 に 来たり 、 文法 的 に 正 しくな

い語 句が 入 力 された場合 には 変換さ

れません。

入力モードが `“À 表示になっ て い

る 9

入力文 字数が多 す ぎ る 。

登録したユーザ 辞 書が 開か れ て い な

va。

京都以外 の フォン ト で 日 本 語が 入力

さ れて い る 。

接続 きさ れ て ぃいる プ リ ン タ が 選 択され

て い ない 。

使 用 し て ぃ る プ リ ン タ の ド ラ イ バが

シ ス テ ム フ ォ ルダ 内 にない 。

プリン ト に 必要 な フ ォント が イ ン ス

ト ー ル ミされ て い ない

正しく 入 力 し なおし て く だ さ い 。

タ ブキ ー を押 して “ あ “` モ ー ド に し

て く だ き ぃ い 。

backspace また はdeleteキーを 押して

入 力 文 字 数 を 少 し 減 ら してくだ さ い 。

コ ン ト ロ ール パ ネ ルの 2.0 変 換` を

使って 辞 書 を 開 い て くだ さ い 。

文字化 け し たテキ ス ト を 選 択 し、字

体 (Font) メニュ ー か らKyotoを選

ん で く だ きさ いぃ い 。

セ レ ク タ を 使 っ てプリ ン タ を指定し

て く だ き ぃ い 。

プリン タ に対応 す るプ リ ンタドライ
パを シ ス テ ム フ ォ ル ダに イ ン ス ト ー

ル し て く だ さ い 。

書類の作 成 時 に 使 用 し たフォ ン ト を

イ ン ス ト ー ル し て く だ さき い 。

ト ラ ブルが 起きた 場 合 33



付録A

フ ォ ン ト に つ いて

Helvetica、Times、Genevaなどの欧文フォント は 、通 箔 Systenmnファ イ ル に 入 れ

ら れて お り 、Font/DA Mover を使 用 して自 由 に 追 加 ノ削除 でき ま す 。 欧文で使

用 す る キャラ ク タ セ ッ ト の数が 少 な いた め 、Systenmファ イ ル の サ イ ズ を そ れ は ほ

ど 大 き くする こ とは あ りません。 し か し 、JIS 第 1水 準/第 2水 準合わせて 約 7,000

字の日 本 語を使用 す る となる と非 常 に 大 き な スペー ス を必 要 と し ます。こ の た

め、そ れ ら の セ ッ ト が 入 っ たファ イ ル を 別に 用 意 し な ければ な りません。こ の

フ ァ イ ル を フ ォ ン ト フ ァ イ ル と 呼 び ま す。こ れ ら の 日 本語 フ ォント フ ァ イ ル は 、

起動 ディス ク 上 の シ ステム フ ォ ル ダ 内に 入れて使 用 します 。

漢字Talk の 日 本語 フォン ト

大阪フォント

大阪フォントは ゴ シ ッ ク体系 の フォン ト です。 各 8ドッ ト 、12ドッ ト 、16ドッ ト で

で構 成 さ れてお り 、 大阪08 工1、 大 阪08L2、 大 阪12L1/工2、 大 阪 16 上 1/ 上2と 名 前

が付 け られて います。工 1/ 上 2 はそれ ぞ れJIS 第1水 準 / 第 2水 準 を 表 し ま す。こ の

フォン ト の 大阪08LL1、 大 阪 12L 1 はシス テ ム を 起 動 し 、 メ ッ セ ー ジ や メ ニ ュ ー を

表示 す るた めに使 用 さ れ るた め必 ず システ ム フ ォ ル ダ に い れ る 必要が ありま す 。

京都フォント

京都 フ ォント は明朝体系 の フ ォント で す 。 こ の フ ォ ン ト に は24ドット の み のサ

イ ズが用意 きさ れ ていぃ ま す 。

細明朝体ノ 中ゴ シッ ク 体 フォン ト

こ の フ ォ ン トは、ポス ト ス ク リ プ ト (PostScript)プ リンタフォン ト 用 のスク リ

ー ン フ ォ ン トです。 Laser Writer ILNTXJ と組 み 合わ せ ることに よ り、非常

に 高 品質の 文 字 印 字が 可能で す。も ち ろ ん 、ImageWriterプ リンタ で も 使用で

き ま すが、 品質はあま り 期待 で き ません。こ の フ ォ ン ト は、イ ン ス ト ー ラデアディ

ス ク の カ ス タ マ イ ズ機 能を 使 っ てイン ス ト ー ル し ま す 。 こ の後の `細明朝体ノ

中ゴシック体の イ ンスト ー ル 」 を ご 覧 くだ さ いぃい。

象注意 : Macintosh SE また は ILを お 持ちの 方で 、 フ ォント カ ー ド を 使 用 し て い る

方は、上記の京都ノ大阪フォ ントフ ァイル を 入れる 必要 は ありません。この場

合 、 シ ステム ソ フ ト ウ ェ ア を イ ンスト ール した後 、 システ ム フ ォ ル ダか ら フ ァ

イ ルを削 除 し て くだ き い 。

34 付録A フ ォ ン ト につい て



細明 朝体 ノ 中ゴ シ ッ ク 体 フ ォント の イ ン ス ト ール

細明朝体ノ~ 中 ゴ シ ッ ク 体 の フ ォント の イ ン ス ト ー ル に は、イ ンスト ー ラ デ ィ ス

ク の カ ス タ マ イ ズ 機 能 を利 用 します 。

プ ギ ン ト フ ァ イルば、フ ォ ン ド デ ィ ス ク か ら ド ラッ クグ し て コ ピ ー す る こ と も で

きますが 、初 め てこれ ら の フ ォ ン ト を イ ン ス ト ー ル す る と き は必 ず インス ト ー

ラ デ ィ ス ク を ご使 用 くだ さ い。コ ピ ー し た だけ では フ ォ ン ト を使用 す ること は

できません。

1 . す で に Macintosh に 電 源が投 入 さ れ て い る 場 合 、 ス ペシャル メ ニ ュ ーか ら

“終了“ を 選び ま す 。

2.Macintoshのフロッピードライブに ` イ ン ス ト ー ラ デ ィ ス ク 」 をセッ ト し 、

Macintosh を 再 起 動 させま す 。 |

しば ら く す る と、デ ス ク ト ッ プが 表示 されま す 。 縄`

鱒】

3 . イ ンスト ー ラ デ ィ ス ク の ア イ コ ン を 選 択 し て 開 きます 。 ]璽
イ ン ス ト ー ラ デ ィ ス ク の内容 が ウイン ド ウ 表 示 されま す 。 "

4 . イ ン ス ト ー ラ の ア イ コ ン を 選 択 し て 開 きます 。

ま も な く Installerの起動メ ッセー ジ が 表 示 されま す 。

5 . 起 動 メ ッ セージ をお 読 み になっ た後 、“OK“ ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

簡易イ ンスト ール 用 のダイア ロ グ ポボ ッ ク スが現れま す 。

6. “カス タ マ イ ズ“ ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

~ |
イ ンス ト ー ル をク リ ッ ク す る と実行されま す。 惹元

以下の項目〈yJ1-6.0.4) を作 成 します 。 |

* 最 小のM3cintosh シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア {
* ImmageWiriter 用 の ソフト ウ ェ ア |

|

次のハバード デ ィ ス ク上 璽`

cコ Macintosh HD ー】

|
ェ ク ト |

ョ |

ーテ コ
J1-8.0 ー 一

細明 朝 体/ 中ゴ シッ ク 体 フ ォントに ついて 35



8 . フ ォ ン ト の イ ン ス ト ール 先 と なるデ ィ ス ク を 選 択 します 。

ディス ク ア イ コ ン の 史側 に は、現 在 選 択 さ れ て いぃいる ( つ まり、こ れか ら 行

なうイ ンスト ールの対 象 となる) ディス ク の名 称が 表 示 さ れます 。 こ こ に

目的のディス ク 名が 表 示 さ れ て い ない場 合 、、 ドライ ブ“ ボ タ ン を ク リ ッ ク

し て デ ィ ス ク を 切 り 替 え て くだ さきさぃ 。 デ ィ ス ク の 名称 はボタン を ク リ ッ ク

す る 度に 変 化 し 、シ ス テ ム で 使 用 可能 な全 デ ィスク の 名 称が 順 に 表 示 され

ま す 。 目的のディス ク を通り 過ぎた場 合 、繰り 返し ク リッ ク す れば 、 表示

は最初のディス ク に 戻りま す 。

9 . “ 細明 朝体 ノ 中ゴ シッ ク 体 ノ 大 阪 8 ヒLヒ フォン ト “を選びます。

10 . “イン ス ト ール “ ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。

イ ン ス ト ール 中 は、そ の 進行状況を示 すダイア ロ グ ポ ボ ッ ク ス が 表 示 され ま

す。その後 、 イ ンスト ー ルの 進行 に つ れ てコピ ー さ れ て い る フ ァ イ ル ( フ

ォン ト ) の 名 称が 次々と 表 示 されま す 。

イ ンスト ールが 完了 すると 、Installerは メ ッ セ ー ジ を 表 示 し 、さ ら に別な デ ィ

ス ク に シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア を イ ンスト ール す る か ど う かの確 認を 求めてき ま

す。さ らに別のディス クに イ ンスト ー ルを行 な いたい場 合 、“ 続 け る“ を ク リ ッ

ク し て 4 だ る い 。

11. “ 終 了 “ を ク リッ ク し ま す 。

スクリ ー ン はInstallerからデスクト ッ プへ 戻りま す 。

12 . ス ペシャル メ ニ ュ ー か ら `“ リ ス タ ー ト “を選びます。

Macintoshはフロッピーディス ク を 全 て イジェク ト し、再 起 動 します 。

36 付録A フォン ト について



付録B

漢字Talkショート カッ ト

下記 の ショー ト カ ッ ト は 全 て 日 本語 モー ド (@) のとき に 使用 でき るもの です 。

動 作 キー操 作 マ ウス操作

入カ ウイン ド ウ の モ ー ド を 切り替 え tab ー

る

入カウイン ド ウ を 表示する option-K ー

日 本 語ノ英語 ( 環境) モード を 切 り

替える

入カウイン ド ウ の文 字を一 字ずつ 削

除する

入カウイン ド ウ の文 字 を 全 て 消 す

かな 漢 字 変換 をする

変換 された語句の選択部分を “ 史`

へ移動する

変換 さ れた語 句の選択 部分を “ 左“

へ移動する

文 節 区 切りを短縮する

文 節 区 切りの位 置を延長する

候補 ウ インド ウ を 表示する

次 候補 ウ インド ウ を表示する

前候補 ウ インド ウ を 表示する

候補 ウ インド ウ 内 の 字 の 選 択を“ 右 `

に 移 す

候補 ウ インド ウ 内 の 字を選択“ 左“

に 移 す

アップル (コマ ン ド) -space bar

backspace また は delete

clear

Space bar

も

J

shift-JJ ( また はら )

shift-L ( またはつ )

Space bar

K

ま

L

スクリ プ リ マ ネ ー ジ ャ ( 霊 また は 豪 )

をクリッ ク

目的 の 語 句 を ク リ ッ ク

目的の語句を ク リ ッ ク

入カウ インド ウ に あ る 目的の漢字を

ダブル ク リ ッ ク

目 的 の 文字 を クリ ッ ク

目的の文字 を ク リ ッ ク

付 録B : 漢 字Talkショ ー ト カ ッ ト 32



下記 シ ョート カ ッ ト は 全 て 日 本語 モード (@) のとき に 使用 できる

ものです 。

動 作 キー操 作 マウス操作

候補の確認 return 確定する 文字 を ダブル ク リ ッ ク

入カ ウイン ド ウ 内で スペー ス を 挿 入 option-space bar または `ヾ A `“ モ ー ド 閻

す る でspace bar (

候補 ウ インド ウ を キ ャ ン セ ルす る backspace また は delete に

単 漢 字 変 換 を指定する option-space bar ー

半角 ローマ 字に 変換する enter でびA/ モー ド で) iam

全角 ローマ 字に 変 換する enter で A ` モ ー ド で) で

半角 カ ナに 変 換する enter であ、 パ ア̀ モ ー ド で) 閻

全角 カ ナに 変 換する enter であ、パ“ ア̀ モ ー ド で) iag

カタカ ナ を ひ ら がな に 変 換する enter ` であ .アーモ ー ド で ) 閻

ひ ら が な を カ タ カ ナ に 変 換する enter であ、“ア モ ー ド で) ー

カ ナの 長 音記 号 option-ハイフン ( 一 ) ー

中 黒点 (・) option-shift- ピリオ ド (.) 閉

句読点 (。) option-ピリオ ド (.) B

句読点 (,) option-カン マ (,) ー

カ ギか っ こ ( リ ) option- [ ー

カ ギか っ こ (」) option-] ー

38 付 録B : 漢 字Talk ショー ト カ ッ ト



付録C

ロ ーマ 字 変 換 表

e8誌号閉談|談|
s s se 28 |諒 8 2 は閻詞張 |荒 |時 | 謀
ca
s

sg
128
8
と

125
35
|言

155
8
|返
s

39付録C : ロ ー マ 宇 変 換 表
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付録D

記 号入力および
JIS漢 字 区点コード 表

文文

記 号入力

以下の記号は、2.0 変換のか な 漢字 変換 で 入 力 で きるも の です 。

入 カ 文 宇 変 換 可 能 な 記 号

き ご 。 ぅ | タグト マ ヽ ヾ 〒で※ーー-ノへー キ ー エ メ キ ーニー ネ
全て>ミ ミ o ...の9 レ カ イ 艸 $ 児 弁& * @ S 一 〇 彰

や じ 8 し | マ ー ト 1

し か く |口國るを

ま る | @eら

は ほ に

て ん

オ プ シ ョ ン キ ャ ラ ク タ

2.0 変換で は 、 オ プ シ ョ ン キ ー を 利 用 し て以下 の記号 の 入 力 が できま す 。

キー と の組 み 合わ せ は で きません。

付 録D : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表

こ れ

ら は 日 本語 モード (@) のとき のみ 使用 で き ま す。 オ プ シ ョ ン キ ーを押 した ま

ま、下記の表 に あ るキー ボー ド 上 のキー を押して 入 力 します。記号 によっ て は 、

一 且入 カ ウイン ド ウ 内に 表示 さ れ るもの も あ る ので 、

類上に入力し て くだ さ い ぃ 。 ま た 、 数字 キーの場 合 、 キーボー ド 右側 にある テ ン

リ タ ー ン キ ーを押して 曰



例 : オプショ ン キ ー キ ゞマー ギ

キーボー ド オ プショ ン キ ャラクタ キ ーボー ド オ プショ ン キ ャラクタ

Bae 沼 T ら
3 TNM 〕 2

Ma ー (長音記号) * G @`
[ 』 | T S る

〕 」 キ ` キ

て 前 ・ ( ピ リ オガB s

Q9 団 〆 \

R B 眼 鋼 約 | ( 中 黒 点 )*
*印 の記号は 、入力ウイン ド ウ 内に 表示 されま す 。

参考 ア プリケ ー シ ョ ン 内 で 英語モー ド ( 豪 ) で、英文の フォン ト を使 用 し て い る 場

合の オプショ ン キ ャ ラ ク タに つ い て は `Macintosh システ ムソ フ ト ウ ェ ア ガイ ド 」

の ` オ プ シ ョ ン キ ャ ラ ク タ 」 の項を参 照 し て くだ さ い 。

オ プシ ョ ン キ ャ ラ ク タ 41



順に配 列 したも の
合

iに水準 の漢 字をJIS 区点 番 い ペ ン セ で 土 取 金 R
ャ

思 心 入 ミ モ
合 ら

ミー5-
の

ぶ 旨 災 志 ベ マ
て 芋

+ ) 川 ト
心 ヘ

白 曳 夕 s . -

%まるミ5ミ|888888858|9gS8ぁ8ぶ金ドdセへふ入5河笠っヘキャ代圧

-水準では 、部 首 別の画 数 順 に配 列 さ れ て い ま す 。

JIS 第 一 水 準漢 字 区 点 コード表

本付録 は 、JITS 第 一水準 および第

です 。 第[〇M爪コヅォーー口〇らo旦
さ4ートcまみ4l`レごキcomコらーーっっっ

タ
1 8 ゃ 〇 を 1

口
コ ?

ら
ー の

boQ\ー@のさのらピにoのーでのさのらピにoo888888888888ど88888888
付録E : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表42



o|
被

拓
曖 槌

協
珪 建 煙 囲

城
斑 冨

嗣
番 罵

思
為
増

邉

ゞ|
長

輝 基 森
峠

趣 嶋 當 勾 揮 霊
蒸

製
監

恒 基 圏 空 張
也

黄 揚 星
ゅ|

型
郡

嵩 約
忠

髏 昭 冒 蟹 瑞 鴬
憑

蟹
押

和 報 己 焼 報
蛋

都 笑 蛋
a|

圃
畿 箸 蛛

ぶ
墾

融 饅 抑 魄 慎
呂

嵩 為
宇

暁 盤 君 掴
郵

田 医 堤
っ|

国
瓶

田
震 基

弓
澳 卍

拝 惧 蛋
詞

難 鶴
桃

電
愚 基 抵

地
亜

扮 M

ォ| とら ミ ゴ
o o 日

F ト 上
|L 詣
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み|電崎蛋畔舜四森蝦哲長蛭一弾斑荷映圭寄檀崎安不蟻啓融
oo|岡戻恐朱蟻。壇酪壽鄭幣蝦愛盤城蝦舷崑嘆森融鉄囚講乗畷
ト|歪珍城斗當。玩現愚慈瑚坪皿盟砥。磐心瓜顕砥嶋部霜煌照垂o|岡珍嵌上超北惟甕呈果蓋弯拐亜碧擬趾蝦熊嗣蜜月卸岡親
ゥ|湖く梨槌蝉。襲惟災嵯基罰根時。増和惟垢國託崎堤惟電城
さ|螺号令細聯損王唸畜蓬田態繰岐垂囚聞華蛇弯無狐置仁綱鎖志桂
ゥ|城効複楽埋砕墾聰哭獣埋嵯雛憑蛇喰裸薯註畿堕祭蟻熊嵌綱問臨き|郡珍粗裂基再地軸飲蟻珍釣k晒商碧善實融命挺型炎城嘆襟罷
っ|8畜史啓栄蝉典言慈睨善愛探ド吹捨煌緊交剣罰暁掲叉埋媒怨暇
ら|祀妻団囲難。基邦算報一折戦酷玩蝦船渕壊融醒塙袋覗時

8885888888888|8888誌計旭|目旭言映和旨唇和waゥ|ぷや憲山楊奮慈坐拐瑚騙監亘縄班蝉巌言止珈帳蝉性悪睡定。饂蛛基癖
|レ嵌掛報裕蛭塔地綱返糊蛭電司蝉城称廻調那磨珍碑蝉帖恒竄援
ト襟戻髭崎畿聖珍哨瑞擲慶凶巷器探限団失打環媛盟蛇3定蝋瑛為
oド嵯揃鰹貯皿真圭槍罹環牽蒐然執。型依嵌嗣底喪堤塞森。嵩崗融寵ゥ兼融柘粟蝉聾民袁島品應抱墾推里淡襟基搬綱罠比4雲耶城坪編
ィ塁晦捗埋拐郭和坂霊椎蟻慈城魏啓褪祭因狗褪熙虫配還嵐執襟再褒蟻団城和蝉些訣団弥基命惟堤褐喪蝉咆部拙扱寛蛋探繰蠣巡蛇基裸嗣記撃擬
く晶砺畿哉国盟蛋豊調興與盗細鋼典操点又坪慎失珍装4n属惟富壁柴郭岳っ地協周熊人4製製畳製型唇崗喪弥振壊惨璽型車粗転祀堂忠崎基嵩砥翠
ら更博基蟻家ぶ嵩嶋崎雛岳撫罠地也誌瑠益褪坊槌蟻蝦堤鶴枚琉甕

ーーーーーーーーーーーーっっーーーーででQででcて1ぐcでc
付 録E : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表44



ゥ| 碍 ヨ 甑
足 将 輝 栄 権 火 屍 刻 骸 拉 熙 や 愚 飄 要 志 鐡 十 宗 寧 垂 獨 罷 袢 鄭 堤

に| 操啓 蛛
土 益 怖 思 滝 恒

嵯 羅 懸 城 点 梨 折 志 峠 。 吏 螺 坪 囲 篠 畿 檀 耶 収 亜 地

o|
鷹 褪 忠 慶

城 基 斗 冨 署 聡 狐 歪 や 軸 4 羅 監 平 狐 民 至 硝 唇 士 宏 冊 基 是 撫 壊 木 如

“|
増

志 拐 嵯 番 騰 松 。 鞍 然 製
瑠 愚 喪 融 堤 霜吸

為 壇 宿 景 炎 鶴 熊
ゥo| 螺

騨 拐 緑 咄 熙 垣
安 謙 拐 珈 狐 叢 城 哉 愴

劉 萃
裸

慎 熙 婚 軸 複 塞
ゅ| 趣

弘
区 被 牛 擁 壁

坐 塞 風 昌 船 棋 帖 選 略
君 垢

椿
劉 六 蜀 瞳 客 慈

a|
熙船

口 啓 用 惧 祀 映 聞 祉 和 迦 槌 に 盟 礫 嚥 亘 星 窓
融 鎖 職 喪 珍 艇 坪 親

っ| 相基
電 笠 嶺 堂 輝 E

抽 鞭 我 援 挫 震 4 四 報 向 喝
代 憲 健 啓 慈 藍 畜 報

ら| 螢奇
城 雪 暖 電 J 忌 覗 是 代 梨 場 環 向 地 恐 映

被 栄 寛 宇 露 職 君 蛛

45JIS 第 一 水 準 漢 字 区 点 コード表



団
圏詞

向
磁

報 恐
耶

盟
臺
砲

概
興

|
尺

藍
弯 ど 哉

睡 。
呟 珍 曽 蜀

碁
螺

報 岡
ッ|

浩
都

張
戻

蛭
蛇

器
親

旭
採

年
|

地
友

探
曇

古
蟻 。 謝 鄭 喪 嵯

忍
畜

堯 君
=|

振
曽

呑 愚 団 猛 薇
叙 。 訣

基
繕

|
東

褒 唇 饂
髪

岡 。 眼 当 哉 琴
喪

卿 迦 刊
co| 和

副 昌 耶 同 宿 要 抜 臺 暖 器 | 蝉 珍 笠 器 探 時 還 中 裂 四
長 暁 嗣 初

囚
國に:

竿
都

暗
両

叫
瑠

嵌
書

空
峠 |

畳
護

鏡
烈

哉
巻

畜
罷

規 融
埃

訳 謙
喩

み|
周 華 報 騙 コ

報
靄

砥 一 会 中
に 艸 SS

唇
華 罰 砥 談 和 内 箔

椰
蜀

o|
咀 為 誠 楊 瑛 器 品

餐 助 梶 投 J 詞
健

荒 琉
星

鋼 要 彦 拐 奨 置 毒 恒
餐

o|
琴

狂 数 崎
蟹 霧

君
饂 地 嵯 囲 < 有

許
狼 降

損
訟 燦 酬 吉

族 島 修
郭 。 奏

o|
珍

警 珍 探 螺 尺 抵 晩 損 笑 析 嵌 木 宮
嵐

厩 軒 雑 セ
班

現 誌 耶 航 謙 止 坪 崔 蝉
e|

鉄
基

年 拐 縄 槌 喪 壊 報 県 壊 映 地 昌
囲

炎 琵 霜 駿
性

埋 織 套
笠 細 蚕 朔 砥 嵌

ー|
栄

毎
堤 狂 礁 閤 嵯 襟 蛋 眼 惟 択 祉 拓

詞
幽 恒 拐 烈

逢
冊 霧 現 瑛 崎 至 慶 運 饅

団
e 団

付録E : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表46



ト|
帳 眺 短

せ
蟹

ぶ
穂

蛋
忌

増
暇 珍 眠 智 琉

o|
坪

竪 嵯
丁

基
魍

炭
4

益
兄

拐 罠 愛 坪 援
oゥ|
聖

郡 埋
膏

醒
氣

。 忠
寸

E
印

畜 基 報 擦 蜜
o|

報 髪 環 憑
蜀

11 磁 接
惧

\ 罵
嵯

柴 婦 背 理 商

o|
通

盃 操 商 岡
基 蜷
半

執 詠
崔

壊 熊 田
込

欽 琴 祭 巡 。 回 惟 捨 鞆
ゥ|

嗣
愴 嗣 報 憲

場
惟 壷

崗
に

然 矩 両 罰
ォ 蟻 巴 垂 蝿

應 憲 堂 委
さ|

耶
檜 畜 巨 場 垂

照
繰 性

城
執 烈 唱 懐 善 監

垂
電 熊 忌 友 商 託 畷 祭 寝

ゥ|
覚

嵌 丁 熊 講 蚕
選 襟 呂

戦
埋 蜀 山 憩 K

善
懐 志 臺 騰 渠 操 器 蛭 型

=っ|
誠 枯 笹 室 罷 岳

型
照 曽

坪
喪 託 畷 坪 堀 惧

剣
顆

碧 異 坪 祭 瑞 猪 圏
ら|

冶
塞罷 均

袴 最 盤
寄

裳 塞
虫 唆 嵌

聡
製 絢 坂 喰 巡

飄 追 琴

47JIS 第 一 水 準 漢 字 区 点 コード表



に
怪檀 瑚 抜 暖 勾 縛 暖 瑞

焚 表 烈
埋 呂

益
執

つ
粟栄 諾 詠 習 卑 叢 一 慈

鶴 鶴 世
口 聖

場
盗

の
蠣 檀 蚕 会 碗 瑚 長 眠 緊 崎 頑

監 呪 志
世 怨

帆
啓場

@
蟻 嵌 命 恐 昴 梓 電 邊 鴬 器 尻

堂 炎 区 撒
援

牡
邨楊

っ
唱 磐 怪 聾 城 嵯 塩 揮 災 場 靄

表 基 微 然
塞

車
4 堂

ら| 嶋
罷墜 招。 邉 一 鞠 塞 宮 せせ

歪 懐 擬
饅

掻
代唇

ゅ| 謙 崎 報 嵐 操 翠
嵌被 報

圏 坂 志 鈑 烏
神 報 取 荒 。 吉 熙 蝦

搬箱 鶴

aョ|
森 ご 置 崎 笠 崎

照
堪 蟻 熙 裕 災 塞 堂 晃

K 坂 置 援 袋 蛛 忠 楊
違燕 壇

ら
景 鶏 斗 性 繋

玩
包 箱 哲

地 匡 旅 蝉 還
両

餓 霜 虹 。 奢 君
蛭歪 地

付録E : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表48



ゥ|
場

磐
昭

飄
増

蛋
報

愚
慈

艇
oゥ|
基

慶
空

顕 崔
盗

点 性
螢

袋

ら|
裾

雛
ぐ

融
室

蝉
蚕 蟻

罷
綺

o|
覚

磨
畝

で
人

檀 墳
塁

神
態

回

ゥ|
城

薇 監
恐

撥
蝋

田
心

墓 田 喪
睡

崔
忠

刊 城 嵯 被
に|
損

選
塞

島
螺

不
煌

珍
雲

地
畷

畷
妊

暴
粟

皿 に
壊

o|
墾

播
宗

融
臨

呼
煌 装

妖
斎

罹 唱
克

捕
椋

揚
蜜 然

の
茂 為

思 碩
慎 熙 磯

環 執 鄧 空
魅 推

雛 複 袋 堪
す

繰
ね

和
操

壇
垢

畜 叩
照

啓
拐 災

監
廻

靄
男

蝕 熱
の

地
患

合
華

奉
逢

捨
富

暇 襟 基
授

壊
幽

慶 露 井 森

っ
W

表
安

百
圧

製
嵩 宇

耶
増

折
場

縺
君

思
無

塑
郷

慎
ら

帽 四 奨
基 慶

執 坪
率 霜 雙 獣

盤 弥
唱
擦潭 屈

k
を

号
ぷ

心
ご
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2 そ4 =う 0 .ご4 .. ワ10

八 元 兒 児 免

今 贅

川 同 再 再

っ 筧 冠 家 暮 霊

一 飼

? 爽 冲 冲 沖 況 制 涸 凌 凜

社宋昌干琉昌代崎罷

日 異

493 |竣 競

494 |同 胃 葬 晋

|495

に

川496 |化 處 肥 笑 凰

川 492

へ |493

八 493

門 493

|494

月 496

刀 496

4

4

4

J

水 準漢 字 区 点 コード 表JIS第

2 3 そ4 で5 F6 1が 8 り10

弐 弔 不

壊垂堀地堡壇世基両哉耶地宋患習弯珠基埋上地堂基基瑛邉

ノ

一 卯

】 豫 事 毎

弐 仄 今

ー 先 京 程 寓

儘 傷 僕 僚 俵

会埋地埋坪基生恐昼坪均邉奮塞

480

481 |乖 乖

482 |弯

481

nさのぷにooるらbに虔浩に進託e体細、8Sa

目 480

り 480

ノ |480

と|481

]|481

丁|482

付録E : 記 号入 力 およびJIS 漢 字 区 点 コード表50



つ
向営 枯 宇 盛 愛 珍 嵐 塔 嫌 慰 瑛

圓
珍 坂 雲 戦 蟻 剣

ら宍宏記書執在空埜映罠曽蟻坪|枡定霊幾蛋顕家o恒眼た嵌
に

や
刺

将
區

壕

固EEミ=に基の
部

E
E

螺

医場骨宣熊っ
墓

圏
妖

さ

ら並日旦困
51水 準 漢 字 区 点 コード表JIS 第二



尤 芦

2 ゃる て4 ゞ5 まミの6 サす &あ :ウ10

瑞竿耶聞哉懸翌城珂瑕還琲楊瑚啓響選
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嶋
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